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蓄積できなかったことの意味は大きい。 したがって， i日窒，目曹はまさにこの (2C年代〕期の
高利潤を基礎に新興財閥化しつつあった。新興財閥の雄たる白色日窒，日曹は第一次大戦期以
降の日本産業の重化学工業化のうごきをいち早く巧みに捉えて“慢性不況H のもとで急テンポ
の蓄積をおこなったのであるJ (W講座帝国主義の研究J第6巻， 1973， 160ベー ジ〕とし、う如き
評価は，日産 日窒は〉も角1 日曹にも妥当するかは疑問である。なお( 1内は引用者.以下
同様。























富 山富山 I1926.11 I金属ソーダ，合金鉄
会 福島|四8.9 I亜鉛，合金仇カドミウんその他
黒 井|新潟 I1932. 3 I合金鉄
東 京|東京 I1叩 12I医薬品，染料中間体，その他
高 岡|富山 119349!?EJZ九喋，発睦硫酸，アノレ
埼 玉|崎玉|四5.12 1硝化綿
岩 瀬|首山 I1蜘 5I合金鉄，金属マグネシウム，研磨剤
備考 乙ののちにも，江名工場，横浜工場など数士場が設置されている。
、231へージ。




























日本曹達の工場展開 (25 ) お
第2褒苛性ソーダ・晒粉の生産量・輸出入量
〈単f立トン〉
苛 性 ソ タ 晒 粉
生 産 量
電解法|苛性化法 1
輸入量 輸出量 生産量 輸出量
言十
1926 25，341 36，574 43 33，288 2，643 
27 24，0日4 41，361 54 37，384 2，613 
28 28，700 61，741 33 46，325 3，111 
29 57，382 42，816 22 50，756 3，140 
30 26，539 8，199 34，738 37，589 18 49，471 3，446 
31 30.992 17，544 48，536 41，596 11 45，005 3，542 
32 37，301 37，815 75，116 28，193 2，511 47，485 2，857 
33 47，4<4 63，509 110，953 12，447 5，116 61，142 3，391 
34 64，519 113，252 177，71 9，928 12，282 66，155 4，248 
35 92，015 141，273 233，288 19，936 17，497 77，080 6，489 
36 116，132 168，867 284，999 11，597 23，430 79，228 8，505 
37 131，155 221，876 353，031 27，429 5，514 91，903 6，990 











7) 当時の電解ゾー ダ企業に左って塩素姐理こそ土問題であり 晒粕・塩化石灰にしてから放棄し
たり，あるいは塩素ガスの漏洩によって被害を受けた隣接地をそのまま工場敷地として買い取
る，などのζとが行なわれたという。稲葉好造 井上大郎民〈日曹QB)からの聞き取り u
26 (26) 第 130巻第1.2号
第3表主要企業の塩素・水素利用の展開
保土谷曹達 大阪曹達 旭電化 大日本人造肥料 日本曹達
電開解始ソ 年ダ 1 915 1 9 1 6 1917 1 9 1 7 1920 
1917 液化塩素
18 









26 高度晒粉 局度晒粉 硬化油
27 合成塩酸 合成塩酸
28 モノクロルベ 液化塩素 液化塩素γ ソー ノ/
29 庄縮水素 合成塩酸
30 高度晒粉



































中野主礼『これからの事業これかりの経首Jl~1938， 124ベ γ。 r私の会社は伺時でもさうです
が，塩素の利用ゃ晒粉で儲けて居る時が大分暫くありました l 結局，塩素の方が余計儲かる.
さういふE恥こして行かないと，所謂，電解曹達会社とし、ふものは旨く行かないJ，~化学工呆を語
る， (ダイヤ毛 γ ド叢書2). 1936， 128ベー ジ。
9) ~東洋径済新報』大正10年 7 月 2 日号， 30ぺ ジ。




































は行き悩みの状態に陥ってをるJ，W東洋経済新報』昭和 8年7月22日号， 28ベ ジ。





!t且ベンベルグ、 共 900 t さらに45Qt増設
大阪晒粉 販 2口ot 
斎藤硫背 力日 300 t 
日本電工 盟 40 t 




東洋 V ーヨン 未 " 鐘淵紡績 加 " (120 t ) 朝鮮窒素肥料 " (10 t/日〉ベルヘット石鹸 盟 計画中
花王石鹸 " 















を網羅していた。 r〆イヤモンド』昭和5年11月21日号， 51ベ ジ，昭和7年2月1日号ι44ベ
ータ参照.
























18) 同前， 101-2へー ジP
19) 同前， 102ベー ター















19沼|同 上 iF材料として岡崎D悶1931 

















123手2111田3 I 1田5 I同よ 同組剤
塩化ベンジル I1蜘 I1933 I染料中間体 険料中間体
ホスゲン I1934 I向 上 |向上，毒ガス
Z二よ522l lm6|同上 陣詩7長iク量豊Z'
























日本曹達 1，000 2，400 9，100 14，500 61.4 
ラ6
大日本人肥 750 1，700 9，570 5，7凹) 37，3 
大阪曹達 7~ 日 1，5口3 6，230 13，550 68，5 
7且 電 イじ 650 1，50日 6，540 6，400 49，5 
昭和曹達 530 1，200 5，810 8，40U 59，1 
北海曹達 370 85日 5，640 4，7日3 45，5 
南海晒粉 340 80日 4，110 2，8口 40，5 
ラサ工業 340 日日 3，740 32 U，B 
保土谷曹達 18日 410 1，440 2，600 64.4 
東海曹達 18日 420 1，590 1，3日O 45，0 
備考 『東洋経済新報』昭和10年4月6日号， 48-9ペー ジ，大1庇曹達町「その地塩化物」生産量
の数宇には疑問が主主るカむ そのまま利用した。
23) 以下は庄山，大我氏からの聞き取札
日木曹達の工場展開 (33) 3 
第 8表二本木工場の各種製品生産量の推移
製品名 |単位 I192咋|凹咋|削年 I1四年 I1933年
苛性ソーダ t 3，210 3，361 4，448 5，830 日，144
E曲 粉 t 7，422 6，410 6，781 F P 
四塩化錫 kg 9，651 3，100 ? F P 
五塩化燐 kg ? ? 500 P 675 
水素ガス m' 117，616 113，774 lU2，11:!2 F ? 
三椋化燐 kg 39，775 25，20日 25，550 P 31，255 
硬 化 油 kg 246，419 946，822 3，069，180 P ? 
金属ソ タ t 67 55 7 
過酸化ソーダ t 330 285 282 ? ? 
塩素酸ソーダ t 372 265 347 F ? 
酸と二塩化燐 kg 己，094 1，000 (j1:!~ F 4，400 
指化硫黄 kg 571 267 10，788 F 38，758 
出荷メタノレ kg 20，725 
浪化塩素 kg 51，944 132，834 :152，770 470，339 652，283 
青化ソーダ kg 11，283 18，686 77，372 225，563 485，300 
黄血ソ ダ k 2，950 9，600 2，650 P P 
苛性加里 kg 22，035 17，800 P F P 
満 俺 鉄 t 1.216 755 
第一塩化錫 kg 5，760 
合成塩酸 t 204 1，019 920 1，486 
碓 素 鉄 t 88 
高度晒粉 kg 55，600 234，265 ? P 
塩化亜鉛 kg 59，601 ? 77，675 
四塩化炭素 kg 68，219 F 
硫酸ニッケノレ kg 24，946 P 
エチレングリコ
t p ノーレ
Z タ ン類 t P 


















































































































27) Wダイヤモソド』昭和 9年2月1日号， 90ベー ジ。また， I私は常に鉱山は財闘を作り，財閥
は鉱山を作る，と云っ ζゐる 」。前掲『ζれからの事業斗 [.7J'らの経営j]135へ一九
























28) 同工場設立の具体的経緯については，前掲『中野五礼伝~ 7Cー 剖へ ミ人参照。 r中野がそも
そも富山進聞を考えたのは，そこに水力発電所を建設したし、希望を持っていたからでもあるJo
同， 80ベジ。
29) r同 (1926)年9且 3日宮山県宮山市外山室駅前に宮山工場を新設して，従来三本木工場で製



























32) 前掲『中野五礼伝~ 82へ ジ。
33) 前掲「改訂増補日本曹達工業史』泊6-7ベー ジ，参同. rこの時代の経宮面では昭和2年の英



























35) 前掲『中野五礼伝j89へー ジ。同炉の導入ならびに操業までの経緯については，同書， 83-9へ
ジ事厚仁 「三十万円といえば会津工場を買収した価格と同じである。ウェルツ炉に寄せた被の
熱意を想慢することができるであろう」。同前， 87ペ シー













満 {屯 主 製鋼用





























































































































































苛性ソ ダIL23t| 213 
硬化油製品 1.200 19.7 
合 金 古生 900 14.8 
電気亜鉛 500 8.2 
晒 粉 200 3.3 
ア業薬品，染料 2，日00 32.8 




















54) 日本曹達「社業慨況く昭和10年).l 193正 4ベ一二人












1931 1 23 1 3，60~ 1， 9料開~ 4，02~ 1911 19.~ 8.0，市ぺ問。
同 01 山 01m|19.11 8.0 叩 l
32 1 25 1 3，60~ 2，1631 1，419 4，0621 2081 19.~ 801 741 1 1.885 
26 1 3，6001 2，1701 1，4叫旧 28.61 8.01 770 別 1
33 1 27 1 3，609 2，17~ 1，6101 4，0301 4351 40.11 10.01 790 1 3，984 
28 1 3.6001 2.5001 1.8001 4.5011 7031 56.21 12.01 995 1 4，42 
34 1 29 1 10，0001 5，2001 1，51 叫，1.01 12.01 2，0叩 M 目
回 10，0001 5，2001 1，41 叫 35.11 12.01 2，207 仰 9
拓 311 10，0001 同司在5，0001 9，6731 961 叫 12.01 2，103 止16
32 肌凹4 ι叫号叩410.9961 986 叫 12.q 1，991 開 9
備考 『二本木工場3C年史(稿)~ 42ベージ，および各年「営業報告書ム売上高は『ダイヤモソ































55) 前掲『こ札からの事業これからの皆吉.1127ペー ジ。「実際j リング式担増とはうまいことをい
ったものだ。恰も日曹を心棒にして輸をまはしてゐるやうなもので，これが理想的にいったらた
いしたものである」松下伝吉『化学工業財閥の新研究j1938， 294ベ ジ.
56) 同前， 128-9ペー ジ。傍点，引用者。
57) 日曹OB哲氏からの聞き取り。
























59) たとえば，採用人員数〔大学高士・専門学校〕は， 31年9人， 3~JO人， 33年17人， 34年26
人とふえ出した.同前。




61) Wダイヤモンド』昭和 9年2月11日号， 91ベ一三人


























63) ，(事務系の〕大学新卒の人々 を公募によフて採用するようになったのは， ょうや〈昭和11年
になってからのことであるJ.前掲『中野主礼伝Jl144ぺ}ジー
64) 以下は有馬査良夫民〈日曹OB)からの院さ取り a 
日本宵遣の工場展開 (49) 49 
技術を悶わぬ全社的な管理組織の整備の立ち遅れが，のもの破綻の原因の一つ
ともなっていったのである。
本稿作成にあたり，日本曹達(林)， および親曹会【OB会1の諸氏く有馬登良夫，
稲葉好造，井上大郎，大我勝朗，小川|小三郎，柏田松三，庄山清一，高利勝，戸田忠
良，長沢公 Eのから貴重な御教示を頂いた。記して謝したし、。
